
 

 

 

 

 
１ はじめに 
コロナ禍で新しい生活様式となり、感染を防止しながらの生活が続いています。最近ではスクリーンタ

イムの増加、生活リズムの乱れ、体幹が弱い、落ち着きがない等、子供の心身の健康を心配する声を聞く

機会が増えています。そこで、子供の健康や生活の状態を把握し、今後の教育活動に活かすことを目的に、

2022年 3月に富山県教育委員会の協力を得て、幼児と児童を対象に健康、育ち・学びを支える力に関す

る調査を実施しました。先生方、保護者の皆様、調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

調査結果の主な特徴を紹介し、子供の健康、育ち・学びを育むためのヒントをお伝えします。 

 

２ 先生が感じている「子供の発達で気がかりなこと」  
「クラスのお子さんが生活する中で気になることがありますか？」について、幼児施設と小学校の先生の回答

336人のデータを分析しました。全体の8割以上の先生が「気になる」と回答していた項目は「姿勢の保持ができ

ない」「落ち着きがない」「思いついたらしゃべる」でした。 

さらに「気になることがとてもある」の割合は全体の30.4％で、これに関連する要因は「椅子に座る時に立膝を

する」「すぐに怒り出す」「姿勢の保持ができない」「肥満気味」でした。先生の目線から子供の生活指導を考えた

場合、「姿勢の保持」「気持ちのコントロール」「肥満予防」がポイントになることがわかりました。 

  

３ 子供の健康生活調査結果～コロナ禍での体格・視力と生活習慣～ 
➀ 男子の４年生と５年生に肥満傾向、男女共に 6年生に痩身傾向 

左の図は男子、右の図は女子の体格を学年別に示しています。体格は、幼児の肥満度判定(文献 1)と学

校保健統計調査方式による、性別・年齢別・身長別標準体重の判定方法(文献 2)を用いました。その結果、

男子は 4年と 5年に肥満傾向の割合が高く、男女共に６年にやせ傾向の割合が高いことが分かりました。

2020年度文部科学省の学校保健統計調査結果では、肥満及び痩身傾向がある子供の割合が上昇しており、

特に小学 5年男子の肥満の増加幅が大きかったことが報告されています。日本小児内分泌学会では、幼児

期肥満の 25％、学童期肥満の 40％が成人肥満につながることから、早い時期からの対策が望ましいとさ

れています。それでは、子供の健やかな成長には、生活の中で具体的にどのようなことに取り組んでいけ

ばいいのでしょうか？次に体格と生活習慣との関連を分析しました。 

➁ 健やかな成長には、「よく噛んで食べる」、「スクリーンタイムは平日 3時間まで」 

上の図は、小学生男子の分析結果です。今回の分析では、これまでの研究で体格と関連が報告されてい

る生活習慣、➀そしゃく、➁平日のスクリーンタイム（テレビやインターネット等メディア機器使用時間

の合計）、➂朝食摂取、➃園・学校外での運動、➄平日の就寝時刻との関連を分析しました。 

対象者を幼児・小学生男子・小学生女子の 3群に分け、体格と生活習慣との関連を分析しました。 

全ての群で「よく噛んで食べる」と「平日のスクリーンタイムが 3 時間未満」の子供に、標準児（普通）

の割合が高いことが明らかになりました。 

 

➂ 1年前に比べ、視力が低下した子供は、学年が上がるにつれて増加 

「昨年（2021年 3月）と比較して、視力が悪くなっていると診断を受けたり、悪くなっていると感じ

ることがありますか」という質問に対し、「とてもある」「少しある」と回答した人を「低下した群」、「あ

まりない」「ない」と回答した人を「低下していない群」とし、学年と視力の関連を分析しました。 

その結果、視力低下は男女共に学年が上がるにつれて増加する傾向が見られました。 

 

➃ 視力低下の予防には運動が有効か？ 
今回の分析では、➀平日のスクリーンタイム、➁朝

食摂取、➂園・学校外での運動、➃平日の就寝時刻と

の関連を分析しました。対象者を幼児・小学生男子・

小学生女子の 3群に分け、視力と生活習慣との関連を

分析した結果、全ての群で、運動する子供は運動しな

い子供に比べ、視力が「低下していない」割合が高い

ことが分かりました。幼児では、「平日のスクリーン

タイムが 3時間以上」と視力低下との関連が見られま

したが、小学生は男女共に関連はありませんでした。 
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４ 子供の健康と育ち・学びを支える力 
➀ 調査の概要と特徴 
「健康な生活」は、睡眠習慣、食習慣、運動習慣、心と体の健康、生活の様子に関わる内容を調査し、

幼児と小学生、それぞれに因子分析を行い、5つの因子を抽出しました。「育ち・学びを支える力」（非認

知能力：社会情動的スキル）は、国立教育政策研究所幼児教育研究センターで作成された「好奇心」｢自己

主張」｢粘り強さ」｢自己調整」「協同性」の５つの因子を用いました(文献 3)。これまでの研究で、「育ち・

学びを支える力」は小学校以降の文字・数・思考といった認知的スキルに関連することが報告されていま

す(文献 4)。今回の分析では、「健康な生活」と「育ち・学びを支える力」との関連を分析しました。 

全ての項目に回答した幼児 1,183 人、小学生 3,156 人のデータを統計解析の対象としました。「健康

な生活」と「育ち・学びを支える力」の関連を分析した結果、以下の特徴が明らかになりました。 

 

➁ 幼児、小学生共に、「育ち・学びを支える力」の土台は、運動と前向きな生活態度 

左の図は幼児、右の図は小学生の結果を示しています。幼児も児童も「健康な生活」の各因子は「育ち・

学びを支える力」の各因子と関連していました（図に→で表示）。比較的強い相関（相関係数.40～.70）

が確認された因子は、「活発な運動」と「前向きな生活態度」でした（図に→で表示）。 

「活発な運動」には、外遊びや親子での運動、走ることが好き等、学校（園）での運動に加えて、家庭

における運動実践の内容が含まれています。また、「前向きな生活態度」には、日常生活や学校（園）での

活動や学習に前向きに取り組んでいる様子、友達や家族との良好な関係性が含まれています。 

 調査結果から、子供が日常生活において運動や活動を楽しむこと、周囲との良好な関わりが「育ち・学

びを支える力」に関連していることが分かりました。 
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５ 調査結果をふまえて 
2022 年 3 月現在の富山県を中心とした調査結果から、全国調査と同様に肥満・瘦身傾向や視力の低

下が確認されました。また、先生方からは、子供の発達の気がかりな点として、姿勢の保持や気持ちのコ

ントロールなどの課題も挙がっています。これらの課題には「よく噛んで食べる」「スクリーンタイム」

「運動」が解決の鍵となりそうです。近年、小学校での学習の基盤として、幼保小接続期の育ち・学びに

ついての研究が進められています。今回の調査から、「育ち・学びを支える力」（非認知能力：社会情動的

スキル）を育むためには、「活発な運動」や、子供が楽しいと感じられる活動を通して「前向きな生活態

度」になれる環境の重要性が明らかになりました。学校（園）や地域と家庭が連携し、子供たちが安心し

て過ごせる居場所や、物事にチャレンジできるような環境づくりが求められます。そこで、子供の健康、

育ち・学びを育むためのヒントとして、日頃から子供との関わりの多い先生方に、８つの実践を紹介して

いただきました。学校（園）やご家庭で、活用していただけますと幸いです。 

 

６ 子供の元気アップを目指した、楽しい健康プログラムの提案 
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育ち・学びを支える力 
 

「好奇心」 ｢自己主張」 

｢粘り強さ」 ｢自己調整」 

「協同性」 

文字・数・思考 
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砺波市教育委員会 

生涯学習スポーツ課 川原 有美子先生 
 
 
 運動  タオルを使った遊び 

 

南砺市教育委員会 生涯学習スポーツ課  

西田 誠先生  
 

 
 
 

運動  ちびっこ運動あそび 
あそびを通して様々な運動を経験しよう！ 
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体格  家族で挑戦！ 
カミカミチャレンジ 

富山大学教育学部附属特別支援学校 

栄養教諭 伊藤志織先生  
 
 

視力  メディアと上手なおつきあい 
      ししっ子メディア体操 
高岡市立横田小学校 

佐藤秀哉先生と令和 3年度 6年生  
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居場所   学びなおし 
安心できる居場所でつながる楽しさ 
 

一般社団法人 Ponteとやま 

理事長 水野 カオル先生 
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